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顕微鏡下の岩石
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登米層スレｰト中の黄鉄鉱

～研磨薄片による観察例～
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黄鉄鉱は堆積岩中に認められる鉄鉱物のうちではもっ

ともありふれたものである.北上山地二畳系最上位層

の登米層中にもきわめて普遍的に見いだされる.た

だしここの結晶形には八面体など正多面体のもの以外

にフランボイダノレ(framboida1)のものが特徴である.

フランボイダル黄鉄鉱というのは堆積岩中に特有なも

ので径1μに達し洗い微細放小結晶が集まった径数

μたいしそれ以上の大きさの球状集合体である.登米

層中のフラン余イダル黄鉄鉱はすでに本誌no,184

の｢顕微鏡下の岩石その1｣に2葉の写真をのせてあ

るから参照されたい｡

黄鉄鉱は広く産するがフランボイダルのものは必ず

しも普遍的ではたい.わが国では黒鉱のようだ堆積

性の金属鉱床に伴った例が知られている.しかしくわ

しく調べるにつれて平凡た泥質岩の中でも少数例で

はあるがその産出が次第に知られるようにたった.

フランボイダル黄鉄鉱は微細で最も大きなものでも

径20～50枠しか肢いため観察はすべて顕微鏡など肉眼

以外の方法にたよらなければならたい.まず堆積岩

それ自体の性質を調べるためには野外観察に加えて堆

積岩を偏兇顕微鏡で調べなければたらない.さらに鉱

物学的研究には反射顕微鏡や電子顕微鏡などを用いたけ

ればならない.そのほかには化学的･物理的にいくつ

かの研究方法がある.

ここで鉱物学的事実を詳しく記述することはわれわれ

の任ではたい｡そうではなくてここでは偏光顕微

鏡と反射顕微鏡で観察したわれわれの挿話的話題を簡単

に紹介することにする｡それは偏光顕微鏡と反射顕微

鏡で同一試料を同時に観察した記録の一部である.

解説片田正人･村上正撮影正井義郎

岩石顕微鏡は透過光(偏光)を利用するもので珪酸

塩鉱物はこれでなければ観察できない.これによって

黄鉄鉱がスレｰト中のどのような部分と生じているか

黄鉄鉱と共存する珪酸塩鉱物は何かなどの婁実が判明

する.しかし欠点として微細な黄鉄鉱が密集'してい

る場合は薄片に厚さ(20終裏たはそれ以上)があるた

めに重たってみえるし黄鉄鉱と他の金属鉱物や炭質物

だとの不透明鉱物と区別することができたい.一方

反射顕微鏡は金属鉱物の鑑定はできるがその周囲の

珪酸塩鉱物の種類を判ずることはむずかしい.

そこで光を透通させることも反射さ世ることも同時に

できる榊研磨薄片拶があれば上記のよう在不便は一度に

解決できるわけである.

研磨薄片の作成はもちろんすでに行なわれていること

である添登米層スレｰトの場合は作業に特有の困難さ

があったため従来とは少し異なった方法をとった.

それはだれでも一度は思いっくようなごくささやかな試

みである.しかしわれわれとしても一応満足する結果

を得たので前回(その1)の記事を補いつつその紹

介をしたい.

最初登米層の黄鉄鉱を観察する定めに多くの研磨片

を作ったのであるがこれだけでもかたり面倒な作業で

あった.その理由は

i)岩石がスレｰトのためきわめてもろく薄くはげやす

レ､

三i)泥の部分と黄鉄鉱それ自身との硬度の差が大きく異なる

i1i)黄鉄鉱が小粒であって脱落しやすい

などによるものである.このようた技術的困難さのた

めに従来の研磨薄片(第工図)つまり一度スライド

ガラスに張りつけた薄片面を研磨することはかなり面倒

であろうと予想された.

そこで今回は第2図に示したようだ変則的な方法を.

とった.まず成形したスレｰト片(A)を普通の方法でダ

イアモンドペｰストを使用して一面を研磨する(B).A

の段階でもろいからといってスレｰトをバルサムやレ

ｰキサイトセメントで煮固めるのはよくたい.という

のはBのとき加熱を防止するために断熱剤を利用するが

その中のアルコづレ質液でレｰキサイトセメント恋とが�
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溶け出すからである山Cの段階では普通の薄片停成と

同様は張り付けた面の部分以外をカットして薄片虹す

る⑲.この際は水を使用し恋いで燈油などを使用し

た方かよい､愈菅なら永は泥質の部分をわずかながら

懲漆かす拶からであをこの研琴薄片宇観察するときは

普通とは遡こ裏が充してスラ判ぐガラスの側面か一ら検鏡

するこを虹愈る(遡).

このようた研磨薄片の長所は

i)作成カミ比較的簡単である

ii)薄片を鏡下でまったく動かさたいで

透過光で同時に観察することができる

i三i)鉄鉱物の研磨面が絶対にさびない｡
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め保存や整理が簡単で薄片箱に並べておくことが

できる.

写真①aはフランボイダル黄鉄鉱の五つのタイプ

である.やや変則的のもので球状体を作る芥蒐土の

写真⑪aフランポイダル爽鉄鉱硫)反鋤駿微鏡塚糞

写真⑪も⑬)我の偏光顕微鏡写真編光抜オｰブン�
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単位の黄鉄鉱は約3μの結晶で球状体自身もとくに大

型である.上方のレンズ状のものが球状体ではないが

1μ以下の最小単位が集合したものである.

①bが透過光によるものである.黄鉄鉱の内部構造

はまったく不明になるがスレｰトの一員としての黄鉄

鉱カミ浮きぽりされてくる.いわゆるPressureshadow

がみごとである.Shadowの部分は緑泥石からなる.

①aの写真は硬く焼いてあるので石墨はよくわからた

いが①bで不透明で①aで白く写っていたい部分が

石墨である.

写真②aは石墨と黄鉄鉱の密集体である.この写

真では両者の区別が困難であるが写真③のように

拡大してみると区別が明瞭にたる.②aを透過光でみ

たのが②bである.厚い方解石の外殻で囲まれた石墨

･黄鉄鉱･方解石の集合体であることがはっきりする.

そして岩石のスレｰト化の際に若干回転し変形したら

しいこともわかる.方解石･石墨という組み合わせか

らすると本来は生物体の一部だったのであろう｡

写真蟻

⑳婁σ)拡大写真自色が鋳鉄鉱脈色が看墨

暗次色か方解狛

写真籔a

写糞像も

蓼輿②謹

蕎畿･幾鉄鉱ぺ紙英豪)集爵紬坂射顕微鏡写真

線型瑚紛1凌労鱗筏�
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写真④aは細粒砂岩中の黄鉄鉱である.

丸味を帯びた結晶は倍率が低いのでこの写真で

はわかりにくいがすべてフランボイダノレの結

晶である.④b,｡カミ透過光(偏光板オｰプン

およびクロス)によるものである.不透明鉱

物で粒状のものはほとんどが黄鉄鉱である.

スレｰト壁開に沿って配列している塵挨状鉱物

はおもに石墨である.

(本文の写真はすべて宮城県登米脚r北沢で採掘仰)

スレｰト原石中における黄鉄鉱である.筆者は地

質部･技術部特殊技術課および企画室)

写翼④毅

翻撤秒砦の戴鉄鉱の反射顕微鏡写輿

写真の④も

④豊の偏光顕微鏡写輿偏見板泳一フン

負敏)擁暦鉱物は肩葵･斜長孫･方解看

鐵がよって見乏るのが焚質した黒雲簸

写真④c

④a¢)偏光顕微鏡写真

編光板タロス�


